
私
は｢

防
災
集
団
移
転
促
進

事
業｣

を
推
進
す
る
部
署
で
、

移
転
先
の
宅
地
造
成
と
水
道

施
設
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市

内
の
半
島
部
で
造
成
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
お
お
む

ね
平
成
29
年
度
内
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
３
年
目
の
勤
務
と
な
り
、
計
画

か
ら
設
計･

施
工
へ
と
移
り
変
わ
る
石
巻
の
街
並
み
を

見
続
け
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
再
現
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
部
分(

命
、
思
い
出
、
繋
が
り
な
ど)

の
重
み
を
痛

感
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
傷
を
負
っ
た
こ
の
街
は
、
優
し
さ

で
溢
れ
て
い
ま
す
。
辛
い
経
験
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ

そ
身
に
付
い
た
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
に

支
え
ら
れ
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
務
め
る
こ
と
が
で
き

た
事
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
３
月
末
で
秋
田
市
に
帰
任
し
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
思
い
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
秋
田
の
地
よ
り
引
き
続
き
支
援
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
石
巻
市
の
被
災
状
況
…
死
者
３
千
178
人
、
行
方
不
明

者
422
人(

平
成
27
年
12
月
10
日
現
在)

、
被
災
住
家
数
は

全
住
家
数
の
76･

６
％
に
も
上
り
ま
し
た
。
現
在
、
石

巻
市
震
災
復
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
お
も
な
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
道
路

41
％
、
海
岸
対
策(

防
潮
堤)

31
％
、
下
水
道
18
％
、
防

災
集
団
移
転
促
進
13
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石巻市メモ…人口約149,000人、仙
台市に次ぐ人口規模を誇る宮城第二の

都市です。古くから、水運交通、漁業

のまちとして栄え、現在も自然の恵み

豊かな食の宝庫として有名です。

宮
城
県
石
巻
市

復
興
事
業
部

集
団
移
転
推
進
課

派遣先 碓う
す

田だ

将
由

あ
き
よ
し(

土
木
技
師)

右
が
碓
田
さ
ん

震
災
時
の
市
街
地

沿岸に建てられた津波避難タワー

復興まちづくり情報交流館中央館

日
ひ

和
より

山
やま

公園からのぞむ、旧北上
川沿いの石巻市街地(１月31日
撮影)。沿岸部では、災害に強い
まちづくりが進められています

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
早
期
復

旧
を
支
援
す
る
た
め
秋
田
市
か
ら
多
く
の
職
員
が
被
災
地
に
赴
き
ま

し
た
。
併
せ
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
、
地
元
自
治
体
の
要
請
に

応
え
る
か
た
ち
で
、
職
員
の
長
期
派
遣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
宮
城
県
の
石
巻
市
や
岩
沼
市
な
ど
で
５
人
が
復

興
事
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
５
年
。
被
災
地
復
興

の
〝
い
ま
〞
を
派
遣
職
員
に
リ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

(石巻市ホームページから抜粋)
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た
で
す
が
、
日
々
の
業
務
の
中
で
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
震
災
当
時
の
話
を
聞
け
て
、
ま
た
長
期
化
す
る
復
興

支
援
の
あ
り
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
経
験

を
、
少
し
で
も
秋
田
市
に
還
元
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
田
で
は
中
々
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
冬
晴
れ
の
空

の
下
、
帰
任
ま
で
残
り
一
ヶ
月
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
復
興

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
名
の
と
お
り
、
岩
沼
の
一
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

５
月
28
日
(土)
に
は
、
岩
沼
市
長
谷
釜
地
区
で｢

千
年

希
望
の
丘
植
樹
祭｣

が
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
岩
沼
市
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
被
災
地
の
今
を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

岩
沼
市
に
着
任
し
て
間
も
な
く
、
津
波
の
被
害
に
あ

っ
た
沿
岸
部
を
視
察
し
、
以
前
の
姿
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
い
程
何
も
な
く
な
っ
た
景
色
を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
震
災
か
ら
５
年
、
岩
沼
市
は｢

復
興
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー｣

と
言
わ
れ
て
お
り
、
昨
夏
に
は
津
波
被
害
の

あ
っ
た
地
区
が
集
団
移
転
し
た｢

玉
浦
西
地
区｣

で
の
街

開
き
が
行
わ
れ
、
仮
設
住
宅
も
今
春
に
は
完
全
閉
鎖
と

復
興
は
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

保
健
師
と
し
て
岩
沼
に
来
て
、
一
人
の
保
健
師
が
抱

え
て
い
る
業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
、
午
前
は
成
人
の
保

健
指
導
、
午
後
は
乳
幼
児
健
診
、
時
間
を
見
つ
け
て
家

庭
訪
問
と
、
毎
日
が
め
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
直
接
的
な
復
興
業
務
に
携
わ
る
こ
と
は
少
な
か
っ

■
岩
沼
市
の
被
災
状
況
…
被
災
し
た
沿
岸
市
町
村
の
中

で
も
最
大
割
合
の
市
域
48
％
が
浸
水
。
死
者
186
人
、

家
屋
被
害
は
５
千
428
戸
に
及
び
ま
し
た
。
現
在
、
岩

沼
市
震
災
復
興
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
お
も
な
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
防
潮
堤
整
備
98
％
、
市
道
沿
線
盛
土
等
72
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

千年希望の丘…津波の力を減衰させ
る津波よけとして、岩沼市沿岸部に

整備され、毎年植樹祭を行っていま

す(上の写真は昨年の様子)。詳しく

はパソコンなどで、｢千年希望の丘

岩沼市｣と検索してください

岩沼市メモ…人口約44,000人、仙
台市の南約18kmに位置します。仙

台空港が所在するなど、交通の要

衝となっていることから、臨空工

業地帯として発展してきました。

宮
城
県
岩
沼
市

健
康
福
祉
部

健
康
増
進
課

派遣先 久
世

く

せ

智
美(

保
健
師)

震災時の仙台空港周辺

玉浦西地区

整備された防潮堤

久世さん(前列左から２人目)と
職場のみなさん

石巻市街地にある標柱

被
災
地
で
は
、
復
興
に
向
け
道
路
や
住
宅
な
ど
の
整
備
が
進

む
一
方
、
今
な
お
、
仮
設
住
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
か
た
や
他

市
町
村
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
か
た
が
い
ま
す
。

５
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
改
め
て
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
同
時
に
、
あ
の
日
の
悲
し

み
、
あ
の
日
の
思
い
を
風
化
さ
せ
ず
に
、
早
期
復
興
へ
の
願
い

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

＊岩沼市の写真は岩沼市役所からの提供です。

東日本大震災被災地への秋田市職員の派遣概要

震災発生時から、平成27年度末までに延べ510人

を派遣しました。長期(おおむね１年)派遣は、平成

23年度から継続しており、平成27年度は勤務地とし

て、宮城県石巻市･気仙沼市･岩沼市･松島町へ５人を

派遣。集団移転に関わる業務や用地買収のほか、保

健福祉や窓口などの一般業務にも携わっています。

来年度も、被災自治体からの要請に応え、職員派

遣を実施する予定です。

広報あきた　平成28年２月19日号５


